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災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

市
や
消
防
・
自
衛
隊
な
ど
の
防

災
機
関
が
全
力
で
対
応
し
ま

す
。
し
か
し
、
交
通
網
の
分
断

な
ど
で
十
分
な
対
応
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

は
、
自
分
た
ち
で
自
ら
の
身
の

安
全
を
守
り
、
地
域
の
人
た
ち

と
協
力
し
て
被
害
に
あ
っ
た
人

た
ち
を
救
助
・
救
援
す
る
こ
と

も
。
実
際
に
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
は
、「
自
分
で
」
や
「
家

族
に
」と
い
っ
た
自
助
、「
隣
人
・

友
人
に
」
や
「
通
行
人
に
」
と

い
っ
た
共
助
で
救
出
さ
れ
た
人

は
全
体
の
95
㌫
以
上
と
い
う
結

果
も
あ
り
ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

ま
ず
は
個
人
、
地
域
の
連
携

が
大
切
で
す
。

　

個
人
や
家
族
（
自
助
）
で
は
、

災
害
情
報
の
確
認
方
法
や
非
常

持
出
品
の
準
備
、地
域
（
共
助
）

で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
訓
練

に
参
加
し
地
域
内
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、

家
族
や
地
域
で
協
力
し
合
え
る

体
制
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

雨
や
風
な
ど
の
自
然
状
況

は
、
急
激
に
変
化
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫

と
思
っ
て
い
て
も
、
危
険
が
迫

っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
ひ

と
り
が
風
水
害
へ
の
備
え
を
十

分
確
認
し
て
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

災
害
に
備
え
て
個
人
や

地
域
で
の
連
携
を
図
る

雨の強さと降り方（１時間降雨量）
やや強い雨

（10～ 20㍉未満）

・ザーザーと降る
・地面からの跳ね返　
　りで足元がぬれる
・雨の音で話し声が　
　よく聞き取れない
・長く降り続けると　
　きは注意が必要

強い雨
（20～ 30㍉未満）

・どしゃ降り
・車のワイパーを早く
　しても見えづらい
・側溝や下水、小さな
　川が溢れ小規模なが
　け崩れが始まる

激しい雨
（30～ 50㍉未満）

・バケツをひっくり返
　したように降り、道
　路が川のようになる
・高速走行時にブレー
　キが利かなくなる
・山崩れやがけ崩れが
　起きやすくなる

非常に激しい雨
（50～ 80㍉未満）

・車の運転は危険
・土石流が起こりやす
　い。多くの災害が発
　生する

猛烈な雨
（80㍉～）

・息苦しくなるような
　圧迫感があり、恐怖
　を感じる

土砂災害の種類と前兆 大雨時の気象警報・情報
◆がけ崩れ （前兆）
　地中にしみ込ん
だ 雨 な ど の 影 響
で、斜面が急激に
崩れ落ちる

・がけにひび割れが入る
・がけの木が倒れる
・がけから小石が落ちる

◆土石流 （前兆）
　大量の土砂が水
と と も に 流 れ 出
し、建物や道路を
押し流す

・雨が続くのに、川の水
　位が急に下がる
・急に川の水が濁り、流
　木が混ざりだす　など

◆地すべり （前兆）
　地下水の影響と
重力で、広い範囲
で斜面がゆっくり
滑り落ちる

・斜面や地面にひび割れ
　ができる
・池や沢の水が濁る　な
　ど

◆記録的短時間大雨情報
　数年に一度しか発生しないような短時間
の大雨を観測したときに、気象台が発表す
る情報です。

◆大雨警報
　大雨による重大な災害が発生するおそれ
があると予測される場合の警報です。

◆土砂災害警戒情報
　大雨警報が発表され、命に危険を及ぼす
土砂災害が発生してもおかしくない状況の
ときに、市の避難勧告や住民の自主避難を
支援するために地域を特定して警戒を呼び
かける情報です。県と気象台が共同で発表
します。

風水害への備え
　昨年は、宮崎県内を豪雨が襲い多くの被害がでました。比較的被害の少ない小林市です
が、その油断が大きな被害につながることも。普段の備えや事前の準備を行い、被害を最
小減に抑えるようにしましょう。

特集／自分や家族、地域を守るために

私
た
ち
に
い
ま
で
き
る
こ
と

「
自
助
」
や
「
共
助
」
で
災
害
か
ら
身
を
守
る

ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
し

災
害
へ
の
備
え
を
十
分
に

表 1 阪神淡路大震災のときの救出方法の割合
（日本火災学会「兵庫県南部地震における火災
に関する報告書」より）

自力で　34.9 ㌫

家族に　31.9 ㌫

隣人・友人に　28.1 ㌫

通行人に　2.6 ㌫

救助隊に　1.7 ㌫

その他　0.9 ㌫

…自助
…共助
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市
で
は
、
毎
日
の
安
全
安
心

な
市
民
生
活
に
関
す
る
情
報
を

掲
載
し
た
「
小
林
市
総
合
防
災

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

防
災
へ
の
対
策
や
チ
ェ
ッ
ク
項

目
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の

避
難
方
法
、
ま
た
、
各
地
域
の

避
難
場
所
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト
な

ど
で
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

市
内
に
は
現
在
、
土
砂
災
害

の
危
険
性
が
あ
る
地
域
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
梅
雨
時
期
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
り
大
雨

が
続
く
場
合
は
、
地
盤
が
緩
み

「
が
け
崩
れ
」・「
土
石
流
」・「
地

す
べ
り
」
な
ど
の
土
砂
災
害
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
マ

ッ
プ
に
は
、「
土
石
流
（
特
別
）

警
戒
区
域
」
を
桃
色
で
、「
急

傾
斜
地
（
特
別
）
警
戒
区
域
」

を
橙
色
で
表
示
し
て
い
る
の

で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

を
一
度
確
認
く
だ
さ
い
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は

早
め
の
避
難
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
各
家
庭
で
の
災
害
に
備
え

た
準
備
な
ど
に
活
用
く
だ
さ

い
。

最
新
の
「
小
林
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
状
況
な
ど
を
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

九
州
北
部
豪
雨
、
西
日

本
豪
雨
な
ど
50
年
に
１
度

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
大
雨

災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
災
害
は

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
大
雨
な
ど

災
害
が
発
生
し
や
す
い
状

況
で
は
、
気
象
情
報
な
ど

の
情
報
収
集
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で

は
、
市
内
全
域
に
防
災
行

政
無
線
を
整
備
し
、
全
戸

へ
の
防
災
ラ
ジ
オ
無
償
貸

与
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
か
ら
の
災
害

情
報
な
ど
を
正
確
・
迅
速

に
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

大
雨
時
に
は
、
土
砂
災

害
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。大
雨
警
報
発
表
時
に
、

土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高

ま
っ
た
と
き
は
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
対

象
地
域
に
避
難
勧
告
を
発

令
し
ま
す
の
で
、
土
砂
災

害
の
危
険
性
が
高
い
地
域

に
住
ん
で
い
る
人
や
自
宅

で
の
滞
在
に
不
安
が
あ
る

人
な
ど
は
、
直
ち
に
避
難

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
中
に
市
内
全

域
で
自
主
防
災
組
織
の
設

置
が
完
了
し
ま
す
。
風
水

害
に
備
え
た
防
災
訓
練
や

研
修
会
な
ど
の
実
施
で
、

防
災
意
識
を
高
め
て
被
害

が
最
小
限
に
な
る
よ
う
今

後
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

「
常
在
危
機
」
の
心

で
被
害
を
最
小
限
に

災害情報の取得方法

INTERVIEW

危機管理課

松
ま つ も と

元 公
き み た か

孝 課長

危機管理課長に話を聴きました

防災対策方法や災害発生の仕組みなども掲載している防災マップ。日ご
ろから見やすい場所に置くなどして、常に確認できるようにしましょう
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テレビ ラジオ インターネット

　災害や避難の情報は、テレビ・ラジオ・イ
ンターネットなどで正確な情報
を取得できます。また、市では
防災メールでも災害の発生状況
や避難情報などを発信していま
す。登録は、右の QR コードか
らアクセスください。

非常用の食料は
ローリングストック法で

　非常用の食料は、賞味期限に注意。ローリン
グストック法を活用して定期的な確認を行いま
しょう。
◆ローリングストック法
　賞味期限が切れる前に食べて、食べた分を買
い足して備蓄する方法。

備える

食べる買い足す

防災メール
QR コード

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
き
、

そ
の
状
況
に
応
じ
て
「
警
戒
レ

ベ
ル
」
を
用
い
て
避
難
情
報
が

発
令
さ
れ
ま
す
（
表
２
参
照
）。

警
戒
レ
ベ
ル
は
、
住
民
が
と
る

べ
き
行
動
を
発
生
状
況
別
に
５

段
階
で
区
分
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
か
ら
最
新
の
気
象
情
報

を
入
手
し
て
、
自
分
の
置
か
れ

た
状
況
に
よ
り
早
め
に
避
難
行

動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
は
数
日
間
に
渡

り
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
分
や
そ
の
家
族
な
ど
の

非
常
食
を
備
蓄
す
る
際
は
、
ロ

ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。
非
常
食
を
定
期

的
に
食
べ
て
、
食
べ
た
分
を
新

た
に
買
い
足
す
。
食
べ
な
が
ら

ら
備
蓄
す
る
た
め
、
賞
味
期
限

が
短
い
食
品
な
ど
も
非
常
食
と

し
て
扱
え
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
や
そ
の
予
兆
が

あ
る
と
き
に
は
速
や
か
に
身
を

守
る
行
動
を
取
れ
る
よ
う
、
日

ご
ろ
か
ら
準
備
を
行
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

避
難
情
報
を
確
実
に
取
得

し
て
早
め
の
行
動
を

表２ 避難に関する情報と警戒レベル

基準になる気象情報など警戒レベル

警戒レベル５

警戒レベル４

警戒レベル３

警戒レベル２

警戒レベル１

避難情報

災害発生情報

避難勧告
避難指示（緊急）

避難準備・高齢者等
避難開始

住民が取るべき行動

命を守る最善の行動

全員避難

他の人は避難準備

災害に備え避難行動の確認

災害への心構えを高める

大雨特別警報
河川氾濫発生情報

土砂災害警戒情報
河川氾濫危険情報

大雨警報、洪水警報
河川氾濫警戒情報

大雨注意報、洪水注意報

警報級の可能性など

高齢者などは避難

（対象地域）
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 永
な が い

井　厖
あつし

さん（90）

出の山のホタルを
20 年以上見守り続ける

　

市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
「
出
の
山
ホ
タ
ル
恋

ま
つ
り
」。
そ
の
影
で
ホ
タ
ル

を
守
る
活
動
を
し
て
い
る
人
が

い
る
。
永
井
厖
さ
ん
、
90
歳
。

　

ホ
タ
ル
の
み
な
ら
ず
、
多
様

な
昆
虫
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て

い
る
永
井
さ
ん
は
真
方
出
身
。

市
内
の
小
中
学
校
を
卒
業
後
、

専
門
学
校
を
経
て
、
高
校
の
理

科
の
教
員
と
な
っ
た
。

　

当
時
は
、
昆
虫
よ
り
も
専
門

学
校
で
専
攻
し
て
い
た
植
物
に

興
味
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

あ
る
一
人
の
蝶
に
詳
し
い
生
徒

と
話
し
を
す
る
う
ち
に
昆
虫
の

世
界
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
。

　
「
私
に
と
っ
て
最
初
の
昆
虫

の
先
生
は
、
そ
の
生
徒
で
し

た
」。

　

以
後
、
教
員
と
し
て
県
内
を

異
動
し
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の

昆
虫
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
中
で
一
緒
に
調
査
を
す
る

仲
間
と
も
出
会
え
た
。

　

教
員
を
退
職
後
、
出
の
山
ホ

タ
ル
の
調
査
研
究
を
し
て
い
る

仲
間
に
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
声

を
か
け
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
20

数
年
、
ホ
タ
ル
の
生
態
調
査
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

雪
の
積
も
る
２
月
に
川
の
中

で
幼
虫
の
調
査
を
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
気
温
・
水
温
・
湿
度

を
毎
日
観
測
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
時
期
が
き
て

無
事
に
ホ
タ
ル
が
舞
う
姿
を
見

る
こ
と
で
全
て
が
報
わ
れ
る
と

い
う
。

　

出
の
山
の
ホ
タ
ル
は
、
他
の

地
域
の
ホ
タ
ル
よ
り
少
し
小
さ

い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
出
の

山
の
環
境
が
長
い
年
月
を
か
け

て
“
出
の
山
の
ホ
タ
ル
”
を
育

ん
で
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
数

が
減
少
す
る
年
が
あ
っ
て
も
、

他
所
か
ら
ホ
タ
ル
を
持
っ
て
き

て
養
殖
で
増
や
す
こ
と
を
し
な

い
。

　
「
周
辺
の
環
境
整
備
に
は
気

を
配
る
が
、
あ
く
ま
で
ホ
タ
ル

は
自
然
な
ま
ま
の
姿
を
見
守
り

た
い
」
と
力
強
く
語
る
永
井
さ

ん
。

　
「
出
の
山
の
環
境
は
多
く
人

の
努
力
や
想
い
で
保
た
れ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
経
緯
を
知

っ
た
う
え
で
、
ホ
タ
ル
を
観
賞

し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。
み

ん
な
で
き
れ
い
な
水
を
保
つ
こ

と
が
ホ
タ
ル
を
守
る
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
」
と
も
話
す
。

　

最
近
は
、
新
し
い
昆
虫
に
も

興
味
が
あ
り
調
査
や
研
究
を
行

っ
て
い
る
永
井
さ
ん
。
そ
の
探

求
心
と
情
熱
は
尽
き
る
こ
と
は

な
い
。

良
い
仲
間
と
の
出
会
い
で
私
の
人
生
が
で
き
て
い
る
。

い
つ
ま
で
も
自
然
な
ま
ま
の
出
の
山
を
守
り
た
い
。

趣味のペタンクでも、多くの仲間に恵まれて県
協会の理事長を現役で務める

　

い
の
ち
の
電
話
は
、
一
人
で
も

多
く
の
人
が
生
き
る
喜
び
を
見
出

せ
る
よ
う
手
助
け
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
全
国
各
地
で
50
を
超
え
る

セ
ン
タ
ー
と
７
千
人
余
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
が
24
時
間

３
６
５
日
活
動
す
る
電
話
相
談
機

関
で
す
。
相
談
員
に
な
る
た
め
の

経
験
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
充

実
し
た
研
修
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
未
経
験
の
人
で
も
安
心
し
て

参
加
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
の
電
話
相
談
を
担
当

で
き
る
心
身
と
も
に
健
康
な
人

◆
応
募
方
法

　

事
務
局
へ
電
話
く
だ
さ
い
。
申

込
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

◆
募
集
締
切　

12
月
31
日（
火
曜
）

●
申
・
問

・
宮
崎
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
（
平
日　

９
時
～
17
時
）

　

℡
０
９
８
５
‐
33
‐
９
５
５
７

　
「
豊
か
な
心
を
育
む
体
験
活
動

支
援
事
業
」
と
し
て
、
世
代
間
交

流
、
自
然
体
験
活
動
、
地
域
防
災

活
動
な
ど
を
行
う
団
体
に
、
活
動

内
容
に
応
じ
て
３
～
５
万
円
の
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
対
象

・
社
会
教
育
関
係
団
体

・
Ｐ
Ｔ
Ａ 

・
地
区
公
民
館

・
そ
の
他
団
体

◆
申
込
受
付

　

年
間
を
通
し
て
随
時
募
集

※
事
業
実
施
期
間
は
、
委
託
を
受

　

け
た
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31

　

日
ま
で

※
予
算
が
無
く
な
り
次
第
終
了
。

●
申
・
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

　

小
林
市
水
道
事
業
経
営
審
議
会

委
員
の
選
任
に
伴
い
、
学
識
経
験

者
や
関
係
団
体
か
ら
選
任
さ
れ
た

人
た
ち
の
他
に
、
幅
広
い
見
地
か

ら
審
議
を
行
う
目
的
で
一
般
市
民

か
ら
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
募
集
人
数　

３
人
程
度

◆
任
期

　

委
嘱
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31

日
ま
で

◆
申
込
者
の
資
格

・
年
齢
が
申
込
み
時
点
で
20
歳
以

　

上
の
人

・
市
内
在
住
で
平
日
の
会
議
に
出

　

席
で
き
る
人

・
水
道
料
金
や
市
税
な
ど
を
滞
納

　

し
て
い
な
い
人

◆
応
募
方
法

　

水
道
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
、
小
林
市
水
道
事
業
経

営
審
議
会
公
募
委
員
応
募
用
紙
に

て
申
込
み

◆
申
込
方
法

　

水
道
課
へ
郵
送
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
た
は
持
参

※
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ

る
応
募
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
応
募
締
切　

６
月
14
日（
金
曜
）

●
申
・
問

・
水
道
課

　

℡
23
‐
０
３
２
１

　
　

23
‐
２
１
９
１

募　

集

体
験
活
動
に
取
り
組
む

団
体
を
募
集

「
宮
崎
い
の
ち
の
電
話
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
相

談
員
募
集

市
水
道
事
業
経
営
審
議

会
の
委
員
公
募

　

５
月
１
日
よ
り
、
令
和
の

時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
本
市
の
総
人
口
は
減
少

し
て
い
る
中
で
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
は
伸
び
続
け

て
お
り
、
年
々
社
会
保
障
費

は
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
度
は
国
保
医
療
費
が
約

52
億
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

費
が
約
78
億
円
、
介
護
給
付

費
が
約
54
億
円
で
、
介
護
給

付
費
だ
け
で
も
こ
の
５
年
間

で
約
９
億
円
の
増
加
。ま
た
、

高
齢
者
一
人
を
若
い
世
代
何

人
で
支
え
て
い
る
の
か
分
析

し
ま
す
と
、１
９
６
５
年
９
・

１
人
、
２
０
１
２
年
２
・
４

人
、
２
０
４
０
年
に
は
１
・

４
人
と
、
大
変
厳
し
い
状
況

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
。
年

を
重
ね
て
も
「
健
康
」
で
あ

り
続
け
る
こ
と
が
一
番
の

「
幸
せ
」
だ
と
考
え
ま
す
。

心
身
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
ち
、
幸
せ
で
あ
り
続
け
る

こ
と
を
本
市
の
最
重
点
施
策

と
位
置
づ
け
、
食
生
活
の
改

善
、
健
康
診
断
の
推
進
、
貯

筋
運
動
へ
の
参
加
、
散
歩
な

ど
を
取
り
入
れ
て
、
市
民
総

ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
「
健

幸
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
全
市
民
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
先
日
、
日
向
灘
沖
を
震
源

と
す
る
大
き
な
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の
備

え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

宮原市長のコラム

Volume.5
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健
幸
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の
推
進
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何
に
で
も
使
え
る
万
能
つ
ゆ
で

郷
土
料
理
作
り
に
挑
戦
！

《
郷
土
料
理
名
人
養
成
講
座
》

◆
日
程　

７
月
18
日
（
木
曜
）

◆
時
間　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館　

◆
費
用　

５
０
０
円

※
材
料
代
別
途
必
要

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
在
勤
で

お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
人

※
40
歳
以
上
の
人
で
も
申
込
で
き

　

ま
す
が
、
申
込
多
数
の
場
合
は

　

対
象
者
を
優
先
と
し
抽
選
。

◆
定
員　

10
人

◆
申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話

◆
申
込
締
切　

７
月
４
日（
木
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
地
質
観
察
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
！

◆
日
時　

６
月
26
日
（
水
曜
）

　

９
時
～
12
時

※
８
時
30
分
受
付
開
始

◆
場
所　

　

宮
崎
県
ひ
な
も
り
台
県
民
ふ
れ

あ
い
の
森　
（
森
林
学
修
展
示
館
）

◆
費
用　

無
料

◆
参
加
対
象　

一
般
県
民

◆
募
集
人
員　

40
人

◆
内
容

　

霧
島
連
山
の
火
山
活
動
の
説

明
・
大
幡
林
道
沿
い
地
質
な
ど
観

察◆
そ
の
他　

雨
天
決
行

◆
申
込
方
法　

電
話
で
申
込
み

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

◆
申
込
締
切　

６
月
21
日（
金
曜
）

◆
受
付
時
間　

９
時
～
17
時

●
申
・
問　

・
宮
崎
県
ひ
な
も
り
台
県
民
ふ
れ

　

あ
い
の
森　

ひ
な
も
り
オ
ー
ト

　

キ
ャ
ン
プ
場

　

℡
23
‐
８
１
０
０

　

市
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

法
務
専
門
監
（
法
曹
有
資
格
者
）

に
よ
る
法
律
講
座
を
開
催
し
ま
す

（
年
間
８
回
）。
第
２
回
の
テ
ー
マ

は
「
長
期
契
約
と
重
要
事
項
説
明

書
」
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
22
日
（
土
曜
）

　

14
時
～
17
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

　

・
在
学
の
人

◆
定
員　

30
人

◆
申
込
方
法　

電
話
で
申
込
み

◆
申
込
締
切　

６
月
18
日（
火
曜
）

◆
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
・
問

・
市
民
課

　

℡
23
‐
１
１
４
１

　

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
認
知

症
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
法
で
す
。
こ
の
技
法
を
使
う

こ
と
で
混
乱
し
た
状
態
に
あ
る
人

が
落
ち
着
き
、
粗
暴
な
行
為
や
興

奮
な
ど
の
周
辺
症
状
が
消
失
す
る

と
い
う
成
果
が
現
れ
ま
す
。
認
知

症
高
齢
者
の
尊
厳
を
保
ち
、
真
に

「
寄
り
添
う
ケ
ア
」
を
実
践
で
き

る
技
法
で
す
。
今
回
は
こ
の
バ
リ

デ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
日
時　
（
全
日
程
２
日
間
）　

　

７
月
５
日
（
金
曜
）・
６
日
（
土

曜
）

◆
時
間　

10
時
～
16
時

◆
場
所

　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
小
林　

２
階
交
流

ス
ペ
ー
ス

◆
内
容

　

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
認

知
症
の
人
へ
の
接
し
方
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

▼
講
師　

関
西
福
祉
科
学
大
学　

　
　
　
　

教
授　

都
村
尚
子　

氏

◆
対
象

　

介
護
関
係
者
、
医
療
関
係
者
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
市
内
在
住
ま

た
は
市
内
在
勤
の
人

◆
定
員　

１
０
０
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話

◆
申
込
締
切　

６
月
28
日（
金
曜
）

●
申
・
問

・
長
寿
介
護
課

　

℡
23
‐
１
１
４
０

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を

支
え
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
28
日
（
金
曜
）

　

18
時
30
分
～
20
時

◆
場
所　

　

文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

◆
費
用　

無
料

◆
定
員　

２
０
０
人
程
度

◆
内
容

　

若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
と
診
断
を
受
け
た
当
事
者
に

よ
る
対
談
型
の
講
話

◆
申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話

◆
申
込
期
限　

６
月
21
日（
金
曜
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

●
申
・
問

・
長
寿
介
護
課　
　
　
　
　
　
　

　

℡
23
‐
１
１
４
０

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
座

万
能
つ
ゆ
と
冷
や
汁
講
座

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク　

「
地
質
観
察
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」

　

乳
幼
児
に
起
こ
り
や
す
い
病
気

や
事
故
な
ど
の
予
防
や
、
手
当
な

ど
の
知
識
と
技
能
を
習
得
で
き
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
15
日
（
土
曜
）

　

10
時
～
12
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館　

◆
講
師　

日
本
赤
十
字
社

　

宮
崎
県
支
部
指
導
員

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
可

◆
費
用　

無
料

●
申
・
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

◆
応
募
資
格

・
管
理
事
務
所
に
居
住
し
て
働
く

　

こ
と
が
で
き
る
２
人
１
組
で
、

　

ダ
ム
に
１
人
は
常
駐
で
き
る
こ

　

と
。

・
業
務
の
支
障
に
な
ら
な
い
程
度

　

の
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
。

・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

◆
契
約
（
委
託
）
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
３

年
３
月
31
日
（
継
続
委
託
可
）

◆
委
託
額

　

２
人
で
月
額
17
万
円
程
度

◆
主
な
業
務
内
容

・
毎
日
の
気
象
観
測

・
異
常
気
象
時
（
地
震
、
台
風
な

　

ど
）
の
通
報
連
絡

・
ダ
ム
施
設
の
清
掃
、
防
火
、
防

　

犯
な
ど

◆
申
込
期
限

　

７
月
31
日
（
水
曜
）
必
着

●
申
・
問
・
小
林
土
木
事
務
所

　
（
小
林
土
木
河
川
砂
防
課
）

　

℡
22
‐
２
０
８
１

　

身
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
！
脳
の
活
性
化
も
期
待
で
き
ま

す
。
心
も
か
ら
だ
も
若
返
り
ま
し

ょ
う
。

◆
日
程
（
全
８
回
）

　

７
月
９
日
～
11
月
５
日

　

お
お
む
ね
第
２
・
４
火
曜

◆
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
費
用　

千
円

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

◆
定
員　

30
人

◆
内
容

　

健
康
維
持
、
増
進
の
た
め
の
体

操
講
座

◆
必
要
な
も
の

・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
※
貸
し
出
し
有
り

・
飲
み
物

・
タ
オ
ル

◆
申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話

◆
申
込
締
切　

６
月
24
日（
月
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

◆
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

普
段
使
い
か
ら
味
わ
い
の
あ
る

文
字
ま
で
楽
し
み
ま
書し

ょ

♪

◆
日
程　
（
全
４
回
）

　

８
月
８
日
～
９
月
19
日　

木
曜

◆
時
間　

10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
費
用　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
代
必
要

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

◆
定
員　

15
人

◆
内
容

　

手
紙
や
表
書
き
な
ど
の
筆
文
字

◆
必
要
な
も
の

・
筆
ペ
ン　

※
販
売
有
り

・
筆
記
用
具

◆
申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話

◆
申
込
締
切　

７
月
24
日（
水
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◆
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
・
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

ホ
カ
ホ
カ
・
ふ
わ
ふ
わ
の
パ
ン

や
簡
単
デ
ザ
ー
ト
を
一
緒
に
作
り

ま
せ
ん
か
。

◆
日
程　

８
月
１
日
（
木
曜
）

◆
時
間　

10
時
～
13
時　
　
　
　

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
費
用　

５
０
０
円

※
材
料
代
・
保
険
料
別
途
必
要

◆
対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

◆
定
員　

８
組

◆
申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話

◆
申
込
締
切　

７
月
18
日（
木
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜
の
９
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

◆
そ
の
他

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
・
問
・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６　

　

シ
ル
バ
ー
ラ
ン
ド
望
峰
の
里
で

は
、
料
理
の
基
本
か
ら
、
様
々
な

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
料
理
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
交
流
を
楽
し
み

な
が
ら
お
い
し
い
料
理
を
一
緒
に

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

◆
内
容　

男
性
料
理
教
室

※
「
豚
肉
の
生
姜
焼
き
」
な
ど

◆
日
時　

６
月
21
日
（
金
曜
）

　

10
時
～
12
時
30
分

◆
費
用　

５
０
０
円

◆
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
男
性

◆
定
員　

15
人

◆
申
込
方
法　

電
話

◆
申
込
締
切　

６
月
18
日（
火
曜
）

◆
そ
の
他　

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
・
問

・
シ
ル
バ
ー
ラ
ン
ド
望
峰
の
里

　

℡
27
‐
１
０
０
０

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　６　月１日号

救
急
法（
幼
児
安
全
法
）

を
学
び
ま
せ
ん
か

綾
北
ダ
ム
管
理
人
募
集

講
座
・
催
し

中
央
公
民
館
講
座

健
康
体
操
講
座

中
央
公
民
館
講
座

日
常
で
使
え
る

　
　
　

筆
ペ
ン
講
座

須
木
生
涯
学
習
講
座

夏
休
み
親
子

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

保
健
・
福
祉

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
実
技

研
修
会

認
知
症
研
修
会

料
理
教
室

法
律
を
学
び
ま
せ
ん
か

（
身
近
な
文
書
利
用
術
）
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受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
期
間

内
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

年
度
内
年
齢
35
歳
～
74
歳
（
令

和
２
年
４
月
１
日
現
在
）

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
に

　

な
り
ま
す
（
先
着
順
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
）。

◆
申
請
期
間

・
６
月
17
日
（
月
曜
）

　

～
６
月
21
日
（
金
曜
）

　

９
時
～
17
時

・
６
月
22
日
（
土
曜
）

　

～
６
月
23
日
（
日
曜
）

　

９
時
～
16
時

◆
申
請
方
法

　

申
請
場
所
に
て
受
付

◆
申
請
場
所

・
市
役
所
本
館
1
階
多
目
的

　

ス
ペ
ー
ス

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

・
紙
屋
出
張
所

・
西
小
林
出
張
所

※
土
日
は
市
役
所
本
館
1
階

　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
み

◆
受
診
料
・
定
員

・
一
般
ド
ッ
ク
（
定
員
２
０
０
人
）

　

７
０
０
０
円

・
脳
ド
ッ
ク
（
定
員
２
５
０
人
）

　

７
０
０
０
円

◆
検
査
項
目　

・
国
保
一
般
ド
ッ
ク

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、血
圧
、尿
検
査
、血
液
検
査
、

心
電
図
検
査
、
胸
部
Ｘ
線
、
胃
透

視
ま
た
は
胃
カ
メ
ラ
、
便
潜
血
検

査・
国
保
脳
ド
ッ
ク

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検

査
、
心
電
図
検
査
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｍ
Ｒ
Ａ
、
頚
部
エ
コ
ー

◆
申
込
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
証
、
特
定
健
康

診
査
受
診
券

◆
注
意
事
項

　

次
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
共
通

・
昨
年
度
一
般
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

　

ク
い
ず
れ
か
を
受
診
し
た
人

・
今
年
度
既
に
特
定
健
康
診
査
を

　

受
診
し
た
人

・
妊
娠
中
の
人

▼
一
般
ド
ッ
ク

・
今
年
度
既
に
胃
が
ん
・
大
腸
が

　

ん
検
診
を
受
診
し
た
人

▼
脳
ド
ッ
ク

・
手
術
な
ど
で
体
内
に
金
属
の
あ

　

る
人

・
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用

　

し
て
い
る
人

・
脳
動
脈
瘤
手
術
ク
リ
ッ
プ
を
受

　

け
て
い
る
人

●
問
・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
を
目

的
と
し
た
特
定
健
康
診
査
を
開
始

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
受
診
券

と
特
定
健
診
実
施
医
療
機
関
一
覧

を
5
月
下
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
特

定
健
診
を
受
け
て
健
康
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者

　

年
度
内
年
齢
40
歳
～
75
歳
の
誕

生
日
前
日
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

◆
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
土
曜
）

　

～
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
曜
）

◆
検
査
項
目

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検

査
、
心
電
図
検
査

◆
受
診
料　

無
料

◆
受
診
方
法

　

５
月
下
旬
に
送
付
し
た
特
定
健

診
実
施
医
療
機
関
一
覧
に
掲
載
さ

れ
た
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
、

ま
た
は
、
地
区
体
育
館
な
ど
で
の

集
団
健
診

◆
注
意
事
項

　

小
林
市
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
国

保
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、

ド
ッ
ク
の
内
容
に
特
定
健
診
の
検

査
項
目
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

特
定
健
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

が
ん
の
早
期
発
見
を
目
的
に
各

種
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
医

療
機
関
で
受
診
す
る
個
別
検
診

は
、
６
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
予

約
の
際
は
、
実
施
医
療
機
関
へ
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
対
象
と
な
る
検

診
内
容
や
実
施
医
療
機
関
名
は
、

５
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
し
た
「
特

定
健
診
・
各
種
が
ん
検
診
の
ご
案

内
」
を
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

体
育
館
な
ど
で
実
施
す
る
集
団
検

診
は
、
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
土
曜
）

　

～
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
曜
）

◆
が
ん
検
診
な
ど
の
種
類

　

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、

子
宮
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
肺
が

ん
（
集
団
検
診
の
み
）、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス

●
問
・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

こ
れ
ま
で
年
金
収
入
80
万
円
以

下
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
人
の
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
均
等

割
が
本
来
７
割
軽
減
の
と
こ
ろ
を

特
例
で
９
割
軽
減
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
制
度
の
持
続
性
を
高
め
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
は
８
割
軽
減

に
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
９
割
軽
減
の
対
象
だ
っ

た
人
は
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
支
給
や
介
護
保
険
料
の
軽
減

強
化
と
い
っ
た
支
援
策
の
対
象
と

な
り
ま
す
（
た
だ
し
要
件
有
り
）。

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
で
納
付
し
て
い
る
人
の
調
整

は
、10
月
か
ら
に
な
る
予
定
で
す
。

●
問

・
ほ
け
ん
課

　

℡
23
‐
０
１
１
６

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　６　月１日号２０１9 年　６　月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
地
域

の
子
ど
も
や
高
齢
者
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
な
ど
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
し
、
お
茶
や
話
を

し
た
り
、
歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し

て
交
流
を
深
め
る
場
で
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ

ー
」
が
支
援
活
動
と
し
て
次
の
場

所
で
開
催
し
ま
す
。

◆
日
程
・
場
所
・
対
象

▼
６
月
19
日
（
第
３
水
曜
日
）

・
細
野
団
地
／
集
会
所

・
細
野
団
地
お
よ
び
周
辺
の
人

▼
６
月
26
日
（
第
４
水
曜
日
）

・
慈
敬
園
／
交
流
ス
ペ
ー
ス

・
市
内
在
住
者
、
認
知
症
の
人
、

　

介
護
や
看
護
職
の
人
、
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
の
人
な
ど

▼
６
月
26
日
（
第
４
水
曜
日
）

・
須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　

／
須
ま
い
る
木
っ
茶

・
市
内
在
住
者

◆
時
間　

10
時
～
11
時
30
分

◆
内
容

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
気
軽
に
お

茶
を
飲
ん
だ
り
し
な
が
ら
交
流
し

ま
す
。）

◆
参
加
費　

１
０
０
円

◆
そ
の
他

　

申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
問

　

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
申
請
受
付
期
間

　

６
月
28
日
（
金
曜
）
ま
で

◆
申
請
書
配
布
お
よ
び
申
込
窓
口

・
農
業
振
興
課

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

◆
変
更
申
請
の
要
件

　

農
用
地
（
青
地
）
を
除
外
す
る

と
き
は
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
具
体

的
・
緊
急
的
な
事
業
計
画
が
あ
り
、

法
律
で
決
め
ら
れ
た
要
件
を
全
て

満
た
す
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
申
・
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
０
０

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
48
‐
３
１
３
１

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

毎
年
、
市
の
水
道
を
利
用
す
る

住
居
な
ど
の
、
古
く
な
っ
た
量
水

器
を
順
次
交
換
し
て
い
ま
す
。
交

換
作
業
前
に
お
声
か
け
し
ま
す

が
、
や
む
を
え
ず
不
在
時
に
も
作

業
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
交
換
済
の

お
知
ら
せ
を
投
函
し
ま
す
の
で
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
交
換
業
者

（
小
林
・
須
木
地
区
）

・
小
林
地
区
管
工
事
協
同
組
合

（
野
尻
地
区
）

・
野
尻
町
管
水
道
工
事
業
協
同
組
合

●
問

・
水
道
課

　

℡
23
‐
０
３
２
１

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
の

高
等
学
校
へ
バ
ス
で
通
学
す
る
学

生
の
交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。
定

期
乗
車
券
を
購
入
し
て
い
る
場

合
、
月
額
５
０
０
０
円
を
超
え
る

額
を
対
象
に
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

利
用
料
を
含
む
）、
年
３
万
円
を

上
限
に
助
成
し
ま
す
。

※
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ミ
ニ
を
購
入
す

　

る
人
で
、
前
期
分
（
半
年
）
の

　

購
入
金
額
が
６
万
円
に
満
た
な

　

い
場
合
は
、
後
期
分
を
購
入
後

　

に
、
年
間
分
を
申
請
し
て
い
た

　

だ
く
と
申
請
手
続
が
一
度
で
行

　

え
ま
す
。
そ
の
場
合
、
後
期
分

　

の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ミ
ニ
の
購
入

　

前
に
、
前
期
分
の
写
し
を
と
っ

　

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

助
成
金
交
付
申
請
書
に
次
の
資

料
を
添
え
て
、
窓
口
ま
で
持
参
く

だ
さ
い
。

・
定
期
乗
車
券
の
写
し
（
ス
ク
ー

　

ル
バ
ス
料
金
納
入
書
の
写
し
）

・
市
内
高
等
学
校
の
在
学
証
明
書

　

な
ど
の
写
し
（
学
生
証
）

◆
申
請
書
配
布
・
提
出
窓
口

・
企
画
政
策
課

・
野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課

・
紙
屋
出
張
所

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
請
期
間　

随
時

●
問

・
企
画
政
策
課

　

℡　

23
‐
０
４
５
６

（
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
へ
）

特
定
健
康
診
査
が
始
ま

り
ま
す
！

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か

案　

内

農
振
除
外
（
農
用
地
区

域
か
ら
の
除
外
）
な
ど

の
申
請
受
付

バ
ス
の
通
学
費
助
成

水
道
の
量
水
器

　
（
メ
ー
タ
ー
）
交
換

（
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
へ
）

人
間
ド
ッ
ク

　
（
一
般
・
脳
）
募
集

各
種
が
ん
検
診
が
始
ま

り
ま
す
！

  

情報提供者などに謝礼金
空き家バンク登録受付中

　市では、移住希望者などに、登録され
た空き家情報を提供する「空き家バンク
制度」を設けています。不動産会社に取
引を依頼されていない売買・賃貸できる
空き家を持っていて、空き家バンクへの
登録を希望する人は、気軽に連絡くださ
い。
　また、情報提供者に 5000 円、所有者
に５000 円を支払う謝礼金制度もありま
す。詳しくは、地方創生課まで問い合わせ
ください。
◆空き家の改修補助＝空き家の改修など

（賃貸借契約締結後）に対する補助制度も
あります（上限 50 万円）。
●問＝地方創生課　℡ 23‐1148

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
軽
減
割
合
が
一
部

変
更
に
な
り
ま
す
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Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１９年　６　月１日号２０１9 年　６　月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
上
げ
に
と
も
な
い
、
軽
減
税
率

制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
複
数
の

税
率
に
対
応
し
た
新
た
な
レ
ジ
の

導
入
や
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
必
要

と
な
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
な
ど
に
対
し
て
、
国
が
レ
ジ
導

入
な
ど
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
と

も
な
う
需
要
平
準
化
対
策
と
し

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
実
施
し

た
場
合
、
来
年
６
月
ま
で
ポ
イ
ン

ト
還
元
を
国
が
支
援
し
ま
す
。
対

象
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が

営
む
店
舗
な
ど
で
原
則
全
産
業
が

対
象
で
す
。

●
問

軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
補
助

・
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局　

　

℡
０
１
２
０
‐
３
９
８
‐
１
１
１

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元

支
援

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者

　

還
元
事
務
局

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
０
‐
６
５
５

　

イ
ベ
ン
ト
や
商
品
発
表
な
ど
の

情
報
を
、
報
道
機
関
に
提
供
し
た

い
人
は
、
市
の
記
者
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
て
い
る
報
道
機
関
に
一
斉
に

情
報
提
供
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

　
「
児
童
手
当
現
況
届
」
と
は
、

６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
児
童
手

当
を
受
け
て
い
る
人
は
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
公
務
員
は
勤
務

先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）。

※
該
当
者
に
は
案
内
を
送
付
。

◆
日
程

　

６
月
11
日
（
火
曜
）

　

～
６
月
28
日
（
金
曜
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

※
土
日
を
除
く

◆
現
況
届
に
必
要
な
も
の

・
現
況
届(

案
内
に
同
封)

・
健
康
保
険
証
（
受
給
者
の
も
の
）

・
印
鑑
（
認
印
）

※
他
に
申
出
書
な
ど
が
必
要
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

　

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問

・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
１
２
７
８

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
農
業

用
機
械
免
許
資
格
取
得
の
研
修
を

行
い
ま
す
。

◆
申
込
資
格

次
の
条
件
を
満
た
す
人

・
平
成
30
年
度
の
県
農
作
業
安
全

　

推
進
協
議
会
の
実
施
す
る
農
作

　

業
安
全
研
修
を
受
講
し
た
人
ま

　

た
は
、
８
月
末
に
開
催
予
定
の

　

同
研
修
を
受
講
で
き
る
人
。

・
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

・
認
定
農
業
者
お
よ
び
認
定
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
構
成
員
、
認

定
新
規
就
農
者
、
ま
た
は
集
落
営

農
組
織
な
ど
の
構
成
員
。

・
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
け
ん
引
研
修
の
受
講

　

は
、
大
型
特
殊
免
許
（
農
耕
用

　

限
定
を
含
む
）
が
必
要

◆
研
修
日
程

▼
農
耕
用
限
定
大
型
特
殊
免
許
取

得
研
修
（
定
員
若
干
名
）

・
７
月
29
日
（
月
曜
）

　

～
８
月
１
日
（
木
曜
）

・
11
月
６
日
（
水
曜
）

　

～
11
月
12
日
（
火
曜
）

▼
農
耕
用
限
定
け
ん
引
免
許
取
得

研
修　
（
定
員
若
干
名
）

・
９
月
30
日
（
月
曜
）

　

～
10
月
17
日
（
木
曜
）

・
10
月
18
日
（
金
曜
）

　

～
11
月
５
日
（
火
曜
）

・
11
月
13
日
（
水
曜
）

　

～
11
月
19
日
（
火
曜
）

・
令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
曜
）

　

～
１
月
14
日
（
火
曜
）

◆
募
集
期
間

　

６
月
３
日
（
月
曜
）
か
ら
６
月

14
日
（
金
曜
）
の
17
時
15
分
ま
で

◆
応
募
用
紙
配
布
・
提
出
先

　

農
業
振
興
課
、
須
木
庁
舎
地
域

整
備
課
、
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

◆
そ
の
他

　

受
講
料
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
・
宮
崎
県
立
農
業
大
学
校

　

℡
０
９
８
３
‐
23
‐
０
１
２
０

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

◆
広
告
の
位
置

　
「
く
ら
し
」
と
「
観
光
」
の
ペ
ー

ジ
の
下
部

◆
広
告
掲
載
料　

・
事
務
所
を
市
内
に
有
す
る
企
業

　

月
額
５
千
円
（
税
込
）

・
事
務
所
を
市
内
に
有
し
な
い
企
業

　

月
額
１
万
円
（
税
込
）

◆
申
込
用
紙
配
布
場
所

　

地
方
創
生
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
バ
ナ
ー
原
稿
を
添
え
て
地
方

創
生
課
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間　

随
時

●
申
・
問

・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

軽
減
税
率
対
策
補
助
金

の
ご
案
内

農
業
用
機
械
免
許
資
格

取
得
促
進
研
修

人のうごき（小林市の人口）

世帯数

火災・救急発生状況
種別

－ 3建物 ２ ４

　＋ 2林野 ３ ４

　－ 2車両 0 0

　－ 3その他 ３ ３

救急 175 733 ＋ 53

昨年累計４月
交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

２３ ８３

８５ ３４６

０ 1

３２ １０３

１００２ （昨年同月比　－ 113）

－３

－１

＋１０

± 0

種別 昨年累計４月

令和元年５月１日現在現住人口　　　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・転出、
出生・死亡などを増減して算出する人口。
※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映しています

１９，687 世帯

人口
男

女

４4，214 人
20，467 人

２3，747 人

（＋ 123、＋ 53）

（＋ 120、－ 519）
（＋ 64、－ 223）

（＋ 56、－ 296）

花
疲
れ
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
電
子
音
（
小
林
合
歓
の
会　

鐵
山
裕
子
）

運
命
の
人
に
寄
り
添
い
花は

な
い
か
だ筏
（
小
林
合
歓
の
会　

倉
田
玲
子
）

膝
に
猫
蚤
は
い
ぬ
か
と
毛
を
分
け
り
（
小
林
合
歓
の
会　

本
田
澄
子
）

岩
風
呂
や
初は

つ
ね音

習
う
て
消
え
る
空
（
小
林
合
歓
の
会　

小
村
明
子
）

旗は
た

旗は
た

旗は
た

藤ふ
じ
ふ
さ房

も
足
し
交
通
安
全
（
小
林
合
歓
の
会　

谷
之
木
み
ち
え
）

春
の
風
一
年
生
の
白
シ
ュ
ー
ズ
（
小
林
合
歓
の
会　

大
坪
由
美
子
）

み
か
ん
の
花
香
る
日
夫
の
納
骨
を
終
え
て
案
ず
る
家
族
そ
ろ
い
て
（
永
友
チ
エ
）

五
月
晴
れ
空
の
青
さ
に
吸
い
こ
ま
る
霧
島
連
山
際
立
つ
風
景
（
木
佐
貫
ヒ
サ
エ
）

金
季

語

目
だ
い
湯活

魚
引
き
の
刺
身
せ
せ
り
ば
し
（
上
久
保
年
治
）

心の花びら

６
月
は
児
童
手
当

　

現
況
届
の
月
で
す

報
道
機
関
へ
の

　

情
報
提
供

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か
？

　小・中・高校・特別支援学校の現行教科書の見本を
展示します。
◆期間　６月 14 日（金曜）～ 27 日（木曜）
　　　　※休館日の月曜を除く
◆時間　９時 30 分～ 16 時 30 分
◆場所　図書館本館

　七夕のおはなし会を楽しんだ後、願いごとの短冊を
笹の葉に飾ってみませんか。
◆日時　７月６日（土曜）　14 時～ 15 時
◆場所　図書館本館
◆内容　笹の葉の飾りつけ、読み聞かせなど

●問　市立図書館　　℡ 22-7913

七夕まつり

宮崎県教育委員会主催
教科書展示

小
林
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
皆
様
の
利
用
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
三
松
循
環
線
を
除
く
す
べ
て
の
路
線
が
1
乗
車

２
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。（
※
三
松
循
環
線
は
１
０
０
円
）

お
出
か
け
の
際
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、　

『
市
民
年
一
回
乗
車
運
動
』
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
：
企
画
政
策
課　

℡
23
‐
０
４
５
６

じ
ょ
じ
ょ
ん
よ
か
バ
ス 

　
　
　
　
　
み
ん
な
で
の
っ
ど
！

そ　

の　

他
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北西方・②

２期目を迎えるにあたり、私は今
まで以上に地域や市民の皆様に寄り
添い子ども達の健全な育成のために、
信頼に値する様、真摯に働きます。

吉
よしふじ

藤　洋
よ う こ

子 東方・①

私の目標とするもの、まずは農業の
活性化のため農畜産の発展に努め
道路整備、福祉の充実に努め小林
市民のため精いっぱい頑張ります。

内
うちのくら

ノ倉　利
としはる

春

真方・③

故郷の将来を真剣に考える子育て
世代の代弁者として、急激に進む
少子高齢化、人口流出問題等最重
要課題に全力で取り組みます。

原
はら

　勝
かつのぶ

信 水流迫・②

「令和」という新しい時代を迎え、
益々進む少子高齢化での医療、福
祉、教育、産業対策など、諸問題
に全力で取り組んで参ります。

西
にしがみ

上　隆
たかし

細野・③

 「働く人に希望を！子どもに未来
を！高齢者に生きがいを！」を
モットーに現場に足を運び、市民
目線で本市の課題に取り組みます。

鎌
か ま た

田　豊
とよかず

数 南西方・③

人口減少に伴う経済・産業・自治
への危機感が強まるなかで、今回
の無投票という結果を深刻に受け
止め議会改革を断行いたします。

下
しもおき

沖　篤
あ つ し

史

紙屋・④

今こそ弱者を助ける政治が必要で
す。安心して暮らせる小林市を目
指し、皆さんの声に耳を傾け、市民
の立場で考え提案し行動します。

大
おおさこ

迫　みどり 堤・③

この小林で「ずっと、安心して、
暮らしたい」という誰しもが抱く
思いをかなえるために、最大限の
努力をしてまいります。

森
も り た

田　哲
てつろう

朗

北西方・⑤

幸い健康にも恵まれ市議会議員５
期目を迎えました。市民の福祉向
上と市政発展のため、初心を忘れ
ず全身全霊、頑張ります。

溝
みぞぐち

口　誠
せ い じ

二 東方・⑤

年金が減り、国保税や介護保険料
等の負担も大きく生活できないと
の声が。消費税増税は更なる負担
増になるため、負担軽減を求める。

時
ときとう

任　隆
りゅういち

一

紙屋・⑥

議員として野尻町時代から６期目
に入ります。今までの経験を生か
し、市政繁栄、産業の振興策の推
進、住民福祉の向上に努めます。

杉
すぎもと

元　豊
と よ と

人

真方・④

小林市議会史上初めての無投票当
選。私としては非常に残念であり
ます。結果が出た以上市民の代弁
者として、市民目線で活動します。

髙
た か の

野　良
よしふみ

文 三ケ野山・⑤

合併から９年、小林はひとつ。
４期 16 年の経験を活かして郷土
を担う子ども達のために頑張りま
すのでよろしくお願いします。

坂
さかした

下　春
はるのり

則

細野・①

新しい視点に立ち、夢と希望を持
てる子育ての環境、高齢者の方々
に優しいまちづくりを目指し、全
力で取り組んでいきます。

押
おうりょうじ

領司　剛
つよし

三ケ野山・①

市民の健康と暮らしを守るため、
そしてまちづくり・人づくりの基
である教育の充実を目指して日々
活動してまいります。

三
み よ し

好　彰
あきのり

範

南西方・①

二元代表制により直接選挙で選ば
れる意味をしっかりと理解し市民
の意見に耳を傾け探求し、市政発
展と財政の健全化を目指します。

貴
き じ ま

嶋　憲
けんたろう

太郎 細野・①

市民の目線で、皆様が元気で、安
心・安全に暮らせるまちづくりの
ために、皆様の一番近くで、市政
と市民をつなぐ存在になります。

前
ま え だ

田　隆
たかひろ

博

堤・①

第１次産業活性化が小林を変える
第１次産業→第２次産業→第３次
産業→福祉、医療、子育て支援の
充実→豊かさの循環→不変の鉄則

舞
ま い た

田　重
しげはる

治 真方・①

市民目線の立場で、公正で一人一
人を大事にする市政。健康で、生
き生きとした小林を目指し、頑張
る決意でございます。

竹
たけうち

内　龍
りゅういちろう

一郎

議長副議長

を 紹 介 し ま す

5月１日からの新しい

市議会議員
４月 21 日、平成 31 年小林市議会議員選挙が行われ、市議会議員 19 人が決まりました。

また、５月 15、16 日には臨時会が開催され、議長、副議長、各委員会の委員が決定。
詳しくは８月に発行される議会だより「はなみずき」に掲載します。

今回は、改選された市議会議員の意気込みを紹介します。

（掲載は議席番号順。敬称略。丸数字は議員経験期数（旧市町村からの通算）。住まいは大字で表示）

６月定例会のご案内
・開 会 日　６月 14 日（金曜）10 時～
・一般質問　６月 17 日（月曜）10 時～

　どなたでも傍聴できます。
　インターネットでもライブ配信予定。
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　リサイクル日程　

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

区・組 （曜日）

区
6
月

7
月

水流迫、東方 1・2 4 ２
真方１・２・３ 3 １

南西２・３、通り町 5 3
南西１の西、南西４

本町、新生町
6 4

南西１の東、
種子田

10 5

北西１・３、緑町 7 8
北西２、坂元 11 9

西町１・２・３
南島田

13 11

仲町、永田町、
後川内

12 10

細野２・３、
南真方

20 12

細野１、南真方西 21 16
南真方東、

上町、上町西
25 17

上町中、上町東、
上町北

26 18

西堤、南堤 27 25
北堤 28 26

野尻地区
（第 3 日曜）

16 21

須木地区
（第４日曜）

23 28

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 7 月 5 日（金） 受付
12：45 ～ 13：15

1 歳 6 か月児健康診査 6 月 13 日（木） 受付
12：45 ～ 13：15

3 歳児健康診査 6 月 14 日（金） 受付
12：30 ～ 13：15

キッズフロア 7 月 3 日（水） 受付
9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング 6 月 19 日（水）

離乳初期（受付）・要予約
13：15 ～ 13：30

離乳中後期（受付）・要予約
14：30 ～ 14：45

1st バースデイ
健康相談

7 月 3 日（水） 受付・要予約
13：10 ～ 13：30

歯っぴ～教室 6 月 26 日（水） 受付・要予約
13：00 ～ 13：30

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 ６月 ７月
野尻町保健福祉センター 11 日（火）、18 日（火）、25 日（火） 2 日（火）、9 日（火）

●けんしん相談会　健康おうえん教室
健診を受診した人が対象の健康相談。健診結果を持っている人は当日持参ください。

月　　日 会　場 申し込み先

６月 27 日（木） 小林市保健センター 完全予約制
23‐0323

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　
月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

６

16 日 花田耳鼻咽喉科 24‐5100

23 日 池井病院 23‐4151

30 日
整形外科フレンドクリニック 22‐3132

ひろた内科クリニック 25‐0550

７ ７ 日
西小林診療所 27‐1034

沖内科小児科医院 22‐4043

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください。

●健康相談
月 日 曜 種　類 会　場 時　間

6
13 木 まちかど健康相談 小林市役所

13：30 ～ 15：3020 木 まちかど健康相談
まちの保健室 コープみやざき小林店

７ ４ 木 まちかど健康相談
まちの保健室 コープみやざき小林店

今月の　これは何ごみ？

「コード類」
（答えは左のページ）

くらし　６月１０日～７月９日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

６

11 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

10：00 ～ 15：0018 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

25 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

７

2 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

10：00 ～ 15：004 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

9 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 6 月 16 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談   ※要予約 ６月２０日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 15：00 予約 : 都城年金事務所

都城年金事務所　℡ 0986-23-2571

　こころの電話相談　
ひとりで悩まないで！どんなことでもお話しください。
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム 27-1850電話番号は

●障がい者相談員による定期相談会　 福祉課　℡ 23-0111

月　　日 会　場 時　間

6 月 23 日（日） 八幡原市民総合センター 13：00 ～ 16：00

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局

時間　8：30 ～ 17：15

受付開始日　７月　９日（火）

受付締切日　７月 16 日（火）

　これは何ごみ？答え　
　コード類は、リサイクル品
です。『小型家電』のコンテ
ナに入れてください。

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
6 月 27 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

　税・保険料の納付期限
※納期限は７月１日（月）です。

市県民税　１期

介護保険料　２期

　その他のイベント

「二原遺跡公園公開日」
　6 月 16 日（日）
　９：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園



【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325　●小林市立病院：℡ 23‐4711
　　  ●長寿介護課：℡ 23-1140　●市社会福祉協議会：℡ 23-3466 

知恵袋
元気の

み なさんは、食事をする際に噛
むことを意識して食べていま

すか。現代人の食事における噛む回
数は、昔に比べて激減していると言
われています。弥生時代は現代に比
べて約 6 倍も噛んで食べていたそう
です。健康なからだをつくるために、
バランスのよい食事と同時によく噛
むということが大切です。よく噛む
ことには、次のようなメリットがあ
ります。

【よく噛むことのメリット】
　むし歯・歯周病の予防、肥満の予
防、味覚が発達、脳の活性化・ボケ
防止、がん予防、胃腸の働きをよく
する　など
　よく噛んで食べるためのひと工夫
に、①食物繊維の多い食材を選ぶ（ご
ぼう、れんこんなど）、②食材を少

し大きめに切る、③野菜は繊維にそ
って切るなどがあります。また、幼
児期にはよく噛んで食べるおやつを
取り入れてはいかがでしょうか。り
んごやするめ、トウモロコシ、お芋
などがおすすめです。他にも、食べ
る環境も大切です。ひとりで黙々と
食べたり、TV やスマホを見ながら
食べると、よく噛まずに早く食べて
しまいがちです。家族や友人と一緒
に会話を楽しみながら料理を味わっ
て食べるなど、食事の時間を大事に
しましょう。目標は１口３０回以上
噛むこと！ちょっと食事の時に噛む
ことを意識するだけでからだにいい
ことがたくさんあります。この機会
に家族みんなでよく噛んで食べるこ
とを心がけ、健康なからだをつくり
ましょう。

６
月
は
食
育
月
間
。

６
月
４
～
10
日
は
歯
と

口
の
健
康
週
間
で
す
！

　何らかの趣味を持っている人ほ
ど要介護状態になりにくいという
データがあります。趣味がない人
と１～３種類以上の趣味を持って
いる人で要介護認定の発生状況を
比べると、最大で約 40 ㌫の低下
がみられ、種類が増えるほど要介
護状態になる確率が低下。多趣味
な人ほど要介護状態になりにくい
ことがわかります。趣味を持つこ
とは、「ストレス解消になる（う
つ病などの予防）」「生きがいが増
える」「人間関係が広がる」「生活
のリズムが規則正しくなる」「話
題が豊富になる」「認知症予防が
できる」「転倒予防ができる」な
ど多くの効果が期待できます。例
えば、読書や映画鑑賞などは脳の
集中力を高め活性化します。また、

ウォーキングや野菜（花栽培など）
作りは体の筋力を向上させるとと
もに爽快感を味わうこともできま
す。段取りを考えながら進める趣
味として、絵を描くことや手芸、
お菓子作りがあります。段取り良
く進めることは簡単なようで難し
い場合もあります。成功や失敗を
繰り返しながら作品が完成したと
きには、嬉しさと達成感が込み上
げてきます。これらの感情こそが、
趣味が介護予防に効果がある理由
です。
　趣味を始めるのはいつからでも
構いません。時には新しいことに
チャレンジしてみるのも人生を充
実させるポイントです。ぜひ、あ
なたらしい趣味を見つけてみませ
んか。

楽しい趣味で
介護予防に
つなげよう

やっぱい

元気がよか！

介護予防・福祉 健　　康

健
康
推
進
課

管
理
栄
養
士 

永な
が
さ
き㟢 

聡さ
と
み美 

さ
ん

の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
長 

吉よ
し
だ田 

啓け
い
た太 

さ
ん
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　核家族化や高齢化で一人暮らし高
齢者が増え、地域のご近所付き合い
などの希薄化で孤独感を感じている
人がいます。社会的な孤立は犯罪や
消費者トラブルに巻き込まれること
も少なくないため、周囲の安否確認
や孤独感の解消などサポートが重要
です。そこで、地域のボランティア
会員で構成する「愛の訪問ボラン

ティア（コスモス会）」は、訪問を
希望する一人暮らし高齢者宅を月２
回、運転ボランティアの協力により
見守り訪問活動を行っています。利
用者も笑顔で出迎えてくださり、ボ
ランティア会員の人たちとのおしゃ
べりを楽しんでいます。愛の訪問ボ
ランティアに興味がある人は、市社
会福祉協議会まで問合せください。

「愛の訪問
ボランティア」

ご存知ですか？

福祉情報をお届けします

社協タイムズ

◆活動内容
　社会福祉協議会の車両を使用
し、愛の訪問ボランティア（コス
モス会）を利用者宅まで送迎
◆所要時間　２時間程度

◆日程
　毎月第２・４木曜日
●問
・市社会福祉協議会
　℡ 23-3466

１日 350 ㌘の野菜摂取で

ベジ活！　下の写真はどれも野菜 100 ㌘で
す。みなさんは野菜をどのように食
べていますか？今回は野菜を摂取す
るコツを紹介します。
◆野菜を加熱する
　写真１が写真２のようになり、か
さを減らすことができます。電子レ
ンジで加熱すると水溶性のビタミン
を失うことなく摂取できます。
◆切り方を変える
　写真３と写真４のように切り方に
よって量の印象が違います。
◆冷凍野菜を使う
　ストックすることができ、手軽に
使用できるので便利です。

◆外食時は単品より定食メニュー
　品数が増え、小鉢などで野菜が摂
取できます。
◆うどんやラーメンなどは野菜を追加
　外食時にも野菜やわかめなどトッ
ピングがないかメニューを見てみま
しょう。
　一食で 350 ㌘の野菜を摂取するこ
とは難しいので、毎食小鉢２皿分ず
つ摂取することをおすすめします。
そのためには朝食から野菜が摂取で
きるといいですね。毎日の献立を考
えるときに、メインとなる主菜とと
もに副菜の野菜メニューも考えてお
くと野菜摂取の習慣ができます。

350 ㌘の
野菜摂取のコツ

１生のキャベツ ２加熱した千切り
キャベツ ３細切りにした大根 ４お
ろした大根

１ ２ ３ ４

　愛の訪問ボランティア会員を送迎する「運転ボランティア」が
不足しています。見学も可能なので、お気軽に問合せください。

「運転ボランティア」で一緒に笑顔を運びませんか？

さ
ぁ
！
み
ん
な
で

ベ
ジ
活
を
始
め
よ
う
！



BOOKS
図書

おおぐま座

　太陽からなかなか離れない水星が見やすいと
きを迎えます。近くには、火星も。梅雨時です
が、晴れると低空の星が良く見えることがあり
ます。火星はシーズンオフの年で２等星ですが、
明るい時期との見比べも面白いところです。観
望会を２４日、１９時３０分から開催します【お
知らせ】文中以外の観望会は毎週土・日の夜
２０時～、２１時～。休館日は毎週火曜とプラ
ネ番組入替えのため３日（月曜）～６日（木曜）。

６月２４日の２０時頃の西～北西の空

STARRY
SKY

星空天空の羅針盤

　堤地区の岩瀬川
に架かる旧岩瀬橋
の西渡り口に「永
仁の碑」がありま
す。碑の中央に永
仁 元 年（1293

年）と刻まれていることからこの名称となっ
ていて、文献などではなく皆さんが直接見る
ことができる金石文としては小林市で最古の
年号です。『永仁』の時期は鎌倉時代にあたり、
この 12 ～ 19 年前には二度にわたり元（今
のモンゴル）の大軍が攻めてきた「元寇」（文
永の役 1274 年、弘安の役 1281 年）と
呼ばれた襲来がありました。そのためこの碑
には「除蛮災」と文字が刻まれ、恐ろしい外
敵の侵攻が再び起こらないように祈りを込め
て建立されたと言われています。

最古の元号「永仁の碑」
ふるさとに残る元号②

文化の足跡 HISTORY
歴史

図書館・歴史・星空 教育委員会

～児童書～

『かさ かしてあげる』
作：こいで　やすこ
発行：福音館書店

～一般図書～

『心音』
著者：乾　ルカ
発行：光文社

今月のおすすめ図書

私
の
お
す
す
め
！

『武器より一冊の本を

ください　少女マララ・

ユスフザイの祈り』

著者：ヴィヴィアナ・マ

ッツァ、訳者：横山　千

里、発行：金の星社

読んだ感想

銃撃にあっても勉強がし

たいという思いをもち続

けていたことに感動しま

した。 須木小６年
四
し い

位 朋
と も は

華 さん

「米百俵」文庫のお知らせ

須木小６年
四
し い

位 朋
と も は

華 さん
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SCHOOL
学校今年度もグローバルキッズ事業を開催します！

　令和元年吉日、匿名による「図書券 33 万
3 千円分」の寄贈を頂きました。「米百俵の
精神です」のお言葉に有難く頂戴し、児童図
書を購入させていただきました。広く市民の
皆様に提供して参ります。

◆「米百俵」とは…
　戊辰戦争で敗れた長岡藩の財政窮乏に、三
根山藩から米百俵が贈られた。藩の大参事小
林虎三郎は、「百俵の米も、食えばすぐにな
くなるが、教育にあてれば明日の一万、百万
俵になる」と、人材育成の理想を掲げ、学校

（国漢学校：洋学局と医学局）設立を決定した。
後年、この学校から日本を背負う多くの人物
が輩出され今日に至っている。

社 会教育課では、市内の小
学 5・6 年生と中学生を対

象に、子どもたちの将来の夢を見
つけるきっかけ作りなどを目的と
した体験学習「グローバルキッズ
事業」を行っています。昨年度は
たくさんの子どもたちに、体験学
習へ参加していただきました。
　市内各高校の生徒との交流を含
めた体験や、好評をいただいてい
る医療体験コースや調理体験はも
ちろんのこと、世界に誇れる日本
企業の体験研修や工場見学など新
設コースも設置する予定です。企
業や学校で直に体験、交流を通し
て進路や将来の「夢」を見つけて
みませんか。また、霧島小林探検

隊として野外体験活動コースもあ
ります。
　中学生を対象とした旧野尻町時
代からの友好都市である、石川県
能登町との姉妹都市交流事業も行
います。1 年ごとにお互いの町を
訪れて交流を行っており、今年度
は小林市の中学生が能登町を訪れ
ます。文化や風習の違い、行かな
ければ出会うことのない友だち、
体験や交流を得て、豊かな心を育
むことが出来ます。中学生の夏を
楽しみましょう！！
　詳しくは各学校を通じて、対象
児童や生徒へお知らせします。
●問
・社会教育課　℡ 22‐7912

シリーズ

学校 働 改革の 方き
先生が子どもとじっくり向き合うために

県
内
市
町
村
初
と
な
る

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

Vol.8

日本全体で加速する「働き方改革」。義務教育の場、小中学校
でも〝待ったなし〟の変化が求められています。今、教育現場
はどうなっているのか。長時間労働を是正しながら、教育の質
を高めるには何が必要なのか。シリーズを通し考えていきます。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内

市
町
村
初
と
な
る
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
「
小
林

市
教
職
員
の
働
き
方
改
革
中
間

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

３
つ
の
重
点
戦
略
か
ら
な

り
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
め
る

具
体
的
事
例
を
６
つ
掲
載
。
国

や
県
の
プ
ラ
ン
や
通
知
に
対
応

し
な
が
ら
、
現
場
に
即
し
た
実

効
性
の
あ
る
独
自
の
プ
ラ
ン
と

す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
に
設

置
さ
れ
た
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
・
大
学
・
市
教
委
な
ど
か

ら
な
る
「
小
林
市
教
職
員
の
働

き
方
改
革
実
行
会
議
」
の
協
議

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
林
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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グループに分かれ、教職員の働き方の
実態や改善策について協議する委員

■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912　■スポーツ振興課 ℡ 22-7911
■市立図書館℡ 22‐7913　■北きりしまコスモドーム℡ 27‐2468

中間プランの特徴

学校、保護者、地域の声を反映
実行会議に参加している各団体の
会議等で話題にしてもらい、広く
多くの声を収集し、プランに反映

３つの重点戦略と 11 分類の取組
「学校の業務改善」「勤務時間の管
理及び適正化」「教職員の働き方
改革に関する意識改革」を重点戦
略とし、取組事例を 11 に分類

今年度から取り組める６事例
学校や教育委員会が今年度から取
り組める具体的事例を６つ掲載

PDCA による継続的改善の仕組
実施した取組みを検証・見直すこ
とで継続的に改善



『メロンばなし』

　フランスには毎年、夏至
の日の６月 21 日を祝うた
めに音楽祭というイベント
があります。その中で、有
名なアーティストが出演す
る大きなコンサートが開催
されます。また、街の中の

広場や庭園や美術館でプロもアマチュアもライ
ブをします。登録すれば誰でも参加できるイベ
ントです！カフェのテラスでビールなどを飲み
ながら音楽を楽しむ人もいて、街の中を歩いて
自分の好きな音楽を探しに行く人もいます。音
楽のジャンルは何でもありますので、レゲエを
聴きたい人もクラシックを聴きたい人も太鼓の
出演を観たい人も満足出来るはずです！

フ
音

ェッツ・ド
楽

ゥ・ラ・ム
祭

ジック

　アテファ・ジャラリと申します。出身はアフガニ
スタンの２６才です。この４月から小林市で ALT

（外国語指導助手）をしています。アフガニスタン
では、カブール大学で英語と文学を専攻し、卒業後、
サラム大学やカブール大学で英語を教えていまし
た。また私は、５つの言語（ダリー語、パシュトー語、
英語、ウルドゥー語、日本語）を話すことができま
す。日本に来てからの話をすると、来日して４年に
なります。最初は出版社で働いていましたが、どう
しても英語をもう一度教えたくて２年前から今の会
社で働き始めました。私の趣味は、
油絵とアクリル画を描くことです。
特に、アクリル画は興味さえあれ
ば誰でも描くことができます。い
つか小林市の皆さんに私の作品を
紹介できたらと思っています。

ALTの『英語コラム』

自己紹介 ～ジャラリ先生～

台風災害に備えましょう
　台風は毎年のように本市に襲来して
大きな被害をもたらします。しかし、
台風災害は地震とは違い、ある程度事
前に予測できます。台風気象情報を利
用して、被害を未然に防いだり、軽減
することが可能です。特に停電時は避
難・救急救命に影響があるとともに、
不安な状態が続くことになりかねませ
ん。そのため日頃より懐中電灯、ロー
ソク、マッチ、予備電池を準備してお
くとともに携帯電話の臨時充電所の場
所を確認しておきましょう。また停電
発生時は速やかに九電、市（危機管理
課）に連絡ください。台風が接近して
からは、特に田んぼなどの見回り、屋
外での作業は足を取られて、大惨事に
なりかねません。絶対やめましょう。
●問・危機管理課　℡ 23‐1175

　子どもが、保育園や学校の管理下（登
下校、部活動などを含む）で怪我をし
たときは、日本スポーツ振興センター
の災害給付を受けられる場合がありま
す。治療が完了するまでの自己負担額

（保険診療分）の合計が 1500 円を超え
る場合は、災害給付の申請対象になり
ます。医療機関の窓口では子ども医療
費資格証は使用せず、医療費の自己負
担額を全額お支払いください。災害給
付の審査基準に該当すると、自己負担
額に療養に伴って要する費用が加算さ
れ支給されます。災害給付の対象とな
らなかった場合は、子ども医療費助成
を行いますので、子育て支援課に申請
ください。
●問・子育て支援課　℡ 23‐1278

保育園や学校で
怪我をしたときは…

安心安全情報安心安全情報 みんなで学ぶみんなで学ぶ子育て広場子育て広場
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こばやしＴopics
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馬頭観世音祭は、家畜の慰霊、五穀豊穣や家内安全を祈願するも
の。 市内の各地域でも、伝統行事として行われています

畜産業発展を祈願して
保
う け も ち

食神社で馬頭観世音祭
　５月８日、小林地域家畜市場内の保

う け も ち

食神
社で馬頭観世音祭が開催されました。畜産関
係者ら約 200 人が参加し、家畜の無病息災と
発展を祈願。市畜産振興会連合会の折

お り た

田 巌
いわお

理事長は「畜産は市の基幹産業。家畜防疫の
あり方を再確認し、畜産業が益々発展するよ
う努力したい」とあいさつしました。

約 360 匹のニジマスやコイのつかみ取りを楽しむ子どもたち。 
また、小野湖では SUP などの体験教室が同時開催されました

須木の大自然を満喫
わくわくすきむらんど祭り
　４月 27 日から５月６日にかけて、わくわ
くすきむらんど祭りが開催されました。市
内外から約 2000 人が来場し、地元の特産品
や工芸品を販売する須木物産市や金魚すく
いなどを満喫。また、子どもが楽しめるタ
ケノコ輪投げ、魚のつかみ取り大会なども
あり、会場は多くの人で賑わいました。

園内に咲き誇るカリフォルニアポピー。まつり期間中は、花の苗
プレゼントやガーデニング教室、物産市などが行われました

色鮮やかなポピーの絨毯
生駒高原でポピーまつり開催
　４月 20 日から５月 19 日にかけて、生駒
高原ポピーまつり 2019 が開催されました。
広さ 12 ヘクタールの園内では、ピンクや
黄色のアイスランドポピーと、オレンジ色
のカリフォルニアポピーなど約 25 万本が
満開。県内外から期間中に約２万 1000 人
が来場し、 満開のポピーを眺めていました。

色鮮やかなバラを眺める来場者。フェスタ最終日には、大塚原バ
ラ園でハーブや物産を楽しむ大塚原バラ祭りも開催されました

野尻のバラの名所を巡る
ローズフェスタ 2019 開催
　５月５日から 12 日にかけて、のじりロー
ズフェスタ 2019 が開催されました。萩の
茶屋、吉山園芸、のじりアグリサービス、
大塚原バラ園の４か所で地元農作物や食事
券などが当たるスタンプラリーを実施。期
間中は約 1000 人が来場し、色鮮やかなバ
ラを見ながら各施設を周遊していました。
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まちのわだいこばやしＴopics
トピックス

地域支援員の皆さん。このほか、地域担当職員として市職員 13 人に
も委嘱状を交付。互いに連携しながらまちづくりを進めていきます

小林小校区の活性化を目指し
30 人に地域支援員を委嘱 
　５月 15 日、小林小学校区のきずな協働体
設立を目指し、住民ら 30 人に地域支援員を
委嘱しました。きずな協働体は、地域住民
と協働でまちづくりを進める組織。これか
ら１年間、地域の魅力や課題を発掘し、 安
心安全で魅力的なまちづくりを推進する活
動に関係者がひとつになり取り組みます。

受賞した須木焼酎と山猪を手にする内嶋さん（写真右）ら。山猪
は本市のふるさと納税の返礼品のひとつです

酒類鑑評会で須木焼酎と山
や ま じ し

猪
が優等賞をダブル受賞
　５月 14 日、すき酒造株式会社の内

う ち じ ま

嶋
光
み つ お

雄さんが、熊本国税局の酒類鑑評会で優
等賞を受賞しました。酒造りの責任者にあ
たる杜

と う じ

氏である内嶋さんは、「地域の人た
ちに愛されている焼酎も多くある。これか
らも県内外に PR して、今以上に地域の発
展に貢献していきたい」と話していました。

誓いのことばを述べる大木場主任研究員。教育研究センターは創
設 36 年目を迎え、本市教育の充実発展に寄与しています 

キャリア教育研究深める
教育研究センター 21 人委嘱 
　５月 13 日、市教育研究センター研究員
に市内小・中学校の教員 21 人が委嘱され
ました。代表して三松小学校の大

お お こ ば

木場俊
と し ひ ろ

弘
主任研究員は「プレッシャーもあるが、や
りがいを感じる。こすもす科の改定作業を
通して、キャリア教育推進のために貢献し
ていきたい」と誓いのことばを述べました。

草刈り機を使い生い茂った草を刈る参加者。まつり期間中は、普
段は立ち入りが禁止されている遊歩道が開放されます 

出の山のホタル保護のため
ボランティア清掃を実施
　5 月 14 日、「出の山ホタル恋まつり」を
前に、ボランティア清掃活動を行いました。
観光協会、商工会議所、地元業者やボラン
ティアなど約 70 人が参加。遊歩道などの
草刈り作業やゴミ拾いを行い、観賞客がた
くさんのホタルの舞を近くで観賞できるよ
うな環境を整えました。

全日本シニア軟式野球大会へ出場
　 ５ 月 20 日、 シ ニ
ア野球チームのポワ
ローの選手らが全日
本シニア軟式野球大
会へ出場することを
市長へ報告しました。主将の片

か た ひ ら

平俊
しゅんいち

一さんは「結
成して４年目で出場できた。まずは初戦突破を
目指したい」と話していました。

細野地区特別教育講演会を開催
　５月 22 日、細野地
区特別教育講演会が
開催されました。登
壇した居酒屋「てっ
ぺん」創業者の大

お お し ま

嶋
啓
け い す け

介さんは、「どんな人でも可能性を持ってい
る。自分への思い込みが変われば人生が変わり
ます」と自分の経験を踏まえて話していました。

須木で薫風杯剣道大会を開催
　４月 29 日、薫風杯
剣道大会が須木地区
体育館で開催されま
し た。 県 内 外 の 小・
中学生ら 39 団体 119
チーム 414 人、うち市内からは６団体 39 人が
出場。技が決まると、チームメイトや保護者か
ら大きな歓声が上がっていました。

若い経営者の主張発表大会で最優秀賞
　５月８日、すき商工
会青年部の山

や ま か わ

川伸
し ん

さん
が若い経営者の主張発
表大会で最優秀賞を受
賞しました。地元を活
気づける活動を通して、人とのつながりが重要だ
と痛感したことを発表。山川さんは「須木がもっ
と元気になればうれしい」と話していました。

左からマンゴー部会の松
ま つ だ

田泰
や す か ず

一部会長、宮原市長と大角部会長。松田部
会長は「今年は天候に恵まれ収量は過去最高に近い」と話していました

メロン・マンゴーの出来は上々
多くの人に味わってほしい
　５月 20 日、第８回メロン・マンゴーフェ ア
の開催に伴い、JA こばやしメロン部会と同マン
ゴー部会から宮崎ブランドの「めろめろメロン」
と「太陽のタマゴ」が贈呈されました。メロン
部会の大

お お づ の

角正
ま さ ひ ろ

廣部会長は「温度管理に気を配り、
今年もいいものができた。ぜひ皆さんに味わっ
てほしい」と話していました。

１月から準備委員会を設置して内容を協議。同総会には、小林秀峰高校、
県や JA こばやしなどの代表ら約 30 人が出席しました

全国和牛ハイスクールサミット
の実行委員会設立総会を開催
　５月 23 日、10 月に開催される全国和牛ハイ
スクールサミット in こばやしの実行委員会設
立総会が開催されました。同サミットの開催を
通して、参加する高校生に仲間づくりや畜産の
魅力を再発見して今後の人生選択に役立てても
らうことが目的。総会では、実行委員会の規約
や事業計画などが協議されました。
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ち
が
や
っ
て

来
る
と
、
教
室
は
あ
っ
と
い
う
間

に
賑
や
か
に
。
折
紙
や
お
は
じ
き

を
し
た
り
、
工
作
を
し
た
り
、
宿

題
を
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し

く
過
ご
し
ま
す
。
あ
な
た
も
元
気

な
小
学
生
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
ま
せ
ん

か
。

「茶飲ん場・寺子屋」は、毎月第１水曜の
14 時から開催しています

空き教室で「茶飲ん場・寺子屋」を開催

このコーナーでは、市内７地区で設立された
「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

　

５
月
12
日
、
大
塚
原
公
園
を
メ

イ
ン
会
場
に
の
じ
り
ロ
ー
ズ
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
、
約

千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
満

開
の
バ
ラ
の
花
を
バ
ッ
ク
に
写
真

撮
影
を
楽
し
ん
だ
り
、
昨
年
に
引

き
続
き
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
い
た
大
野
勇
太
さ

ん
の
ラ
イ
ブ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
テ
ナ
ン
ト
で
は
お
饅
頭
や
、

お
菓
子
そ
し
て
手
作
り
の
小
物
、

木
工
品
、
野
菜
な
ど
を
格
安
で
販

売
。
新
鮮
な
野
菜
に
来
場
者
が
殺

到
し
午
前
中
で
完
売
し
た
農
産
品

も
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
焼
き
豚

の
振
る
ま
い
は
大
好
評
で
、「
ビ

ー
ル
も
セ
ッ
ト
で
お
願
い
し
ま

す
」
な
ど
と
ジ
ョ
ー
ク
も
飛
び
交

っ
て
い
ま
し
た
。

のじりローズフェスタ 2019 を開催しました

きずな協働体通信

大野勇太さんのライブで盛り上がった会場
は、多くの来場者でにぎわっていました

飯ごう炊飯体験と宝探しを開催！
　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
子
ど

も
の
日
に
、
霧
島
岑
神
社
で
飯
ご

う
炊
飯
体
験
と
宝
探
し
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
、

帰
省
中
の
人
や
地
区
外
か
ら
の
参

加
者
も
多
く
、
約
90
人
が
15
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
２
世
代
、
３
世
代

一
緒
に
飯
ご
う
で
ご
飯
を
炊
き
ま

し
た
。
中
に
は
飯
ご
う
初
体
験
の

保
護
者
も
い
て
、
飯
ご
う
で
炊
い

た
ご
飯
の
美
味
し
さ
に
驚
き
、
協

議
会
で
用
意
し
た
カ
レ
ー
を
お
か

わ
り
す
る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
宝
探
し
を
開
催
。
子
ど
も

た
ち
は
境
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
隠
さ
れ
た
紙
を
懸
命
に
探
し
、

紙
を
見
つ
け
る
と
大
喜
び
で
景
品

と
交
換
。
そ
の
後
、
探
せ
な
か
っ

た
子
ど
も
達
に
自
分
の
分
の
紙
を

あ
げ
た
り
、
一
緒
に
探
し
て
あ
げ

た
り
と
、
優
し
い
心
が
沢
山
見
ら

れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

輝け
フロンティアのじり

細野

まちづくり協議会

にっこばまちづくり協議会

すくすくSUKUSUKU
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飯ごう体験では、それぞれのグルー
プで協力してご飯を炊いていました

平成 28 年 6 月 22 日生

じーじとばーばが
大好き！
からいもといちごも
大好き！
父：竜介　母：智子

馬
ば ば

場 昭
あ き ゆ き

幸 くん ①すくすく（3 歳未満）　お子さんの写真に名前、ふり
がな、性別、誕生日、住所、保護者名を添えて、送付く
ださい。※すぐには掲載できない場合があります。
②心の花びら　短歌や俳句など。

【送付先】
・地方創生課〒 886-8501 小林市細野 300 番地
℡ 23‐1148　ﾒｰﾙ info@city.kobayashi.lg.jp

こ
れ
で

晴
れ
る

モ
～

次
の
日

や
っ
た
ぁ
！

晴
れ
た
モ
～
！

ふ
て
も
ふ
て

て
る
て
る
坊
主
や
が

若い人の林業のイメージを変えて林業を
そして地域を活性化したい！
　「若い人に格好いい仕事だと
思ってほしい」と話すのは、美
里（林業）に勤務する八重尾公
仁さん。
　八重尾さんは、高校卒業後に
県外の大学へ進学しました。
　「地元を離れたことで、あた
らめて須木の良さを実感しまし
た。だから地元に帰ろうと思い
ました」。
　帰郷後は、実家の家業である
林業に従事。その日の出荷量か

ら１日の仕事量が目に見えるた
め充実した毎日を送ります。し
かし、林業は手作業のイメージ
が強く、若い人には「キツい仕
事」と思われていると八重尾さ
んは話します。
　「今は作業も機械化が進みま
した。また、メリハリをつけて
仲間と一緒に作業することでや
りがいが生まれます。特に大木
を伐採するときは気合が入りま
す」。
　地元の商工会青年部にも所属
する八重尾さんは、「若者が動
くことで地域の活性化につなげ
たい」と林業以外でも未来への
道を切り開きます。

5 月には長女が誕生し、
仕事にもより力が入る

美里（林業）

（24）

八
は え お

重尾 公
き み ひ と

仁さん

わけもん小林の

小林にゆかりのある
「がんばる若者」を紹介！

Vol.24
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小

林
市

は
「

核
兵

器
廃

絶
・
平

和
都

市
」
、「

人
権

擁
護

都
市

」

「
地

域
医

療
・

健
康

都
市

　
小

林
市

」
を

宣
言

し
て

い
ま

す
。
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日本神話の郷 霧島岑神社
みね

小林市細野（夷守）4937

（細野中より南へ1.2km直進）

社務所　　  0984‐23‐0855
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